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令和６年３月に執行された多賀町議会議員選挙から、
議員定数が10人となり新体制となった多賀町議会。

全議員で懇談会を開催いたしました。気持ちも新たに
活動に邁進いたします。

議長・副議長、各委員長の選任
申し合わせにて任期2年申し合わせにて任期2年（敬称略）（敬称略）

議　　案

専決処分事項の承認を求めることについて
（多賀町公益的法人等への職員の派遣等に関する条例）

令和6年度多賀町一般会計補正予算（第1号）について

歳出歳出
歳入歳出それぞれ9909万円を追加
し、56億4809万円とする。

主な予算項目

総務費 8235万円

民生費 1046万円

商工費 317万円

教育費 312万円

主な内容（抜粋）

総務費
物価高騰生活者支援
給付金
（3万円×306世帯）

918万円

定額減税補足給付金 4480万円

住民税均等割のみの
課税世帯臨時特別給付金
（10万円×210世帯）

2100万円

民生費
シルバー人材センター
補助金 200万円

低所得者の子育て世帯
子ども加算給付金 695万円

教育費
設備維持補修工事
（空調設備改修） 198万円

講師報償費 106万円

多賀町議会議員一般選挙後の懇談会
4月1日

令和6年4月臨時議会
4月10日

多賀町議会
議長

菅森　照雄

多賀町議会
副議長

神細工宗宏

総務
常任委員長
近藤　　勇

産業建設
常任委員長
山口　久男

議会広報
常任委員長
木下　茂樹

議会
運営委員長
富永　　勉

議会改革
特別委員長
神細工宗宏

多賀町監査委員選任
（議員のうちから）
川岸　真喜

議場議席の指定
①小島　　櫻議員　　②一之瀨浩治議員　　③大谷　重温議員　　④近藤　　勇議員　　⑤木下　茂樹議員
⑥川岸　真喜議員　　⑦富永　　勉議員　　⑧山口　久男議員　　⑨神細工宗宏議員　　⑩菅森　照雄議員
以下の議員選任
彦根市犬上郡営林組合議会議員、彦根愛知犬上広域行政組合議会議員、
湖東広域衛生管理組合議会議員、滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員

6月定例会は、同意1件・承認6件・報告2件・議案9件と6月定例会は、同意1件・承認6件・報告2件・議案9件と
追加議案1件を審議追加議案1件を審議
同　　意

①多賀町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
五十嵐　真砂代　氏（新任） 同意

承　　認

①専決処分事項の承認を求めること
について（多賀町税条例の一部を
改正する条例） 承認

②専決処分事項の承認を求めること
について（多賀町国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

総務常任委員会に付託▶P5参照

③専決処分事項の承認を求めること
について（令和5年度多賀町一般

会計補正予算（第11号）） 承認
内容：歳入歳出それぞれ9181万円
を減額し、57億6073万円とする
（年度末に収支額を精算した結果）

④専決処分事項の承認を求めることに
ついて（令和5年度多賀町国民健康保
険特別会計補正予算（第3号））承認

内容：歳入歳出それぞれ4070万円
を減額し、8億8220万円とする

⑤専決処分事項の承認を求めることに
ついて（令和5年度多賀町介護保険事
業特別会計補正予算（第4号））承認

内容：歳入歳出それぞれ1056万円
を減額し、8億8490万円とする

⑥専決処分事項の承認を求めること
について（令和5年度多賀町後期
高齢者医療事業特別会計補正予算
（第2号）） 承認

報　　告

①令和5年度繰越明許費※繰越計算書について（多賀町一般会計）
款 項 事業名 翌年度繰越額

総務費 戸 籍 住 民
基本台帳費

戸籍情報システム整備事業 389万円
住民基本台帳・戸籍附票シ
ステム整備事業 1180万円

民生費
社会福祉費 多賀町障害者社会福祉施設整備事業 513万円

児童福祉費 多賀町子ども・子育て支援事
業計画策定事業 147万円

衛生費 保健衛生費
多賀町健康増進計画・食育
推進計画策定事業 387万円

コロナワクチン接種対策事業 40万円

土木費 道路橋梁費

スマートIC整備事業（上り線
整備事業） 4000万円

町道多賀月之木線他通学路
緊急対策事業 412万円

多賀町道路メンテナンス事業（橋梁点検） 1945万円
町道岡山団地神田線通学路
安全対策事業 932万円

都市計画費 都市公園整備事業 1930万円
教育費 社会教育費 多賀のワニ化石企画展事業 62万円
災　害
復旧費

農林水産業施
設災害復旧費 林道施設災害復旧事業 1300万円

※�繰越明許費とは、歳出予算の経費のうち、年度内に支出が終わらない見
込みのあるものを、翌年度に繰り越して使用することができる制度です

②令和5年度多賀町水道事業会計予算繰越計算書につ
いて

地方公営企業法第26条第2項のただし書の規定による事
故繰越額

事業名 翌年度繰越額 繰越要因
施設不良箇所（電気
計装設備・膜設備）修
繕工事

498万円 修繕予定の部品の入
荷が遅れているため

地方公営企業法第26条第1項の規定による建設改良費の
繰越額

事業名 翌年度繰越額 繰越要因
中川原水源池他2地
区取水ポンプおよび
流量計更新工事

2027万円 ポンプや流量計の入
荷が遅れたため

敏満寺地区（SIC関
連）配水管移設工事 1245万円

並行して行われてい
る県工事が完了して
いないため

令和６年６月定例会
6月4日～6月19日

承認
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議　　案

①行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関す
る法律にもとづく個人番号の利用
および特定個人情報の提供に関す
る条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

内容：①本条例において、マイナン
バーを情報連携する事務について
行政手続きにおける特定の個人を
識別するための番号の利用に関す
る法律を引用していたが、法改正
により廃止されたことから、法改
正に合わせた条例改正を行う

②多賀町指定居宅介護支援事業者の
指定に関し必要な事項ならびに指
定居宅介護支援等の事業の人員お
よび運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

可決

③多賀町指定地域密着型サービスの
事業の人員、設備および運営に関
する基準等を定める条例の一部を
改正する条例について 可決

④多賀町指定地域密着型介護予防
サービスの事業の人員、設備およ
び運営ならびに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関す
る基準等を定める条例の一部を改
正する条例について 可決

⑤多賀町指定介護予防支援等の事業
の人員および運営ならびに指定介
護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する
基準等を定める条例の一部を改正
する条例について 可決

内容：②③④⑤「指定居宅サービス
等の事業の人員、設備および運営
に関する基準等の一部を改正する
省令」が令和6年1月25日に公布
されたことに伴い、本条例の一部
を改正する必要があるため

⑥多賀町特定教育・保育施設および
特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正
する条例について 可決

内容：内容：⑥特定教育・保育施設及び特⑥特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業並びに特定子ど定地域型保育事業並びに特定子ど
も・子育て支援施設等の運営に関も・子育て支援施設等の運営に関
する基準の改正に伴い、本条例のする基準の改正に伴い、本条例の
関係条文を改正するため関係条文を改正するため

⑦令和6年度多賀町一般会計補正予
算（第2号）について

予算特別委員会に付託▶P5参照

⑧令和6年度多賀町国民健康保険業
特別会計補正予算（第1号）につ
いて 総務常任委員会に付託▶P5参照

⑨令和6年度多賀町介護保険事業特
別会計補正予算（第1号）について

総務常任委員会に付託▶P5参照

追加議案
①多賀小学校南校舎普通教室増築工事の請負契約の締結
について 可決

内容：令和６年６月５日入札
落札金額：8965万円
　　　　　（税込金額�9862万円）
落札業者：株式会社伊藤組
工　　期：令和７年２月28日まで

令和6年度多賀町一般会計補正予算（第2号）について令和6年度多賀町一般会計補正予算（第2号）について
歳入歳出それぞれ6582万円を追加し、57億1391万円
とする。

主な予算項目

総 務 費 644万円
民 生 費 70万円
衛 生 費 1476万円
農 林 水 産 業 費 558万円
消 防 費 538万円
教 育 費 2899万円
災 害 復 旧 費 396万円

主な内容（抜粋）

総務費
システム改修委託料（一般管理費） 181万円
システム改修委託料（戸籍住民基本台帳費） 163万円

衛生費
新型コロナウイルスワクチン接種委託料 1314万円
湖東広域衛生管理組合負担金 122万円

農林水産業費
パイプハウス設置事業補助金 121万円
農業水路等長寿命化・防災減災事業補助金 148万円
林道維持補修工事（下山線） 289万円

消防費
消防防災施設等整備事業費補助金（町負担2/3上限なし） 467万円

教育費
設計監理委託料 44万円
施設改修工事（特定建築物定期調査報告に基づく多賀小学校改修工事） 2915万円
地域文化財総合活用推進事業補助金 △315万円

災害復旧費
災害復旧工事（町道甲頭倉線の土砂崩れ） 396万円

承認1件・議案２件を審査
承認第39号

専決処分事項の承認を求めることについて（多賀町国民
健康保険税条例の一部を改正する条例）
改正内容：国民健康保険税のうち、後期高齢者支援金に
関する税金の上限額が変更されます。課税限度額は
24万円になります。（現行22万円）
これにより、後期高齢者支援金の税金が一部の方に
とって増えることになります。

改正内容：国民健康保険の保険料を軽減するための基準
が変更されます。世帯の収入に対して計算される金
額が１人あたり29万5千円に引き上げられます。（現行
29万円）また、保険料が2割減額される世帯は、１人
あたり54万円5千円に引き上げられます。（現行53万5
千円）
これにより、保険料が軽減される対象となる世帯の範
囲が拡大し、より多くの人が軽減措置を受けられるよ
うになります。 承認すべき

議案第53号

令和6年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）について
改正内容：歳入歳出それぞれ509万円を追加し、歳入歳
出それぞれ9億6296万円とする 可決すべき
総務費
システム改修委託料 506万円
国民健康保険情報データベースシステム改修負担金 1万円
国庫支出金返還金 2万円

議案第54号

令和6年度多賀町介護保険事業特別会計補正予算（第１
号）について
改正内容：歳入歳出それぞれ112万円を追加し、歳入歳
出それぞれ8億6115万円とする 可決すべき
総務費
システム改修委託料 112万円

予算特別委員会
6月11日

　総務常任委員会
6月7日

多賀小学校南校舎普通教室増築工事は着々と進む

可決

可決

可決
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閉会中の産業建設常任委員会調査結果を報告
地域整備課所管について、令和6

年度地域整備課所管の道路河川系事
業および前年度からの繰越事業、令
和6年度上下水道事業、令和6年度
湖東土木事務所所管土木事業につい
て説明を受けました。

道路河川系事業および前年度
からの繰越事業について

⑴多賀SICアクセス道路上り線の工事
費、NEXCO事業負担金、借地料

⑵多賀本町向山町線の現道拡幅、佐
目南後谷線の法面保護工事、久徳
四手線側溝改良工事

⑶通学路の多賀四手線、土田四ツ屋
線、敏満寺本線の3路線の路面標
示、岡山団地神田線は舗装工事

問 ３路線の通学路路面標示について
答�多賀四手線の路面標示について
は、多賀四手線の信号から中学校の
登校坂付近の通学路の安全確保のた
めの道路標示を考えており、公安委
員会との調整をしながら進めていき
ます。土田四ツ谷線の路面標示につ
いては、名神と太田川が交差してい
る部分の舗装修理、通学路面標示の
白線、緑の線、路側帯の引き直しを
おこないます。敏満寺本線の路面標
示については、名神尼子付近から敏
満寺方面に向け路側帯を直し、かつ
グリーンベルトの表示を行います。
⑷交通安全対策の、土田東出北出線、
富之尾1号線、敏満寺富之尾線（集
落内）の3路線の区画線工事

⑸道路維持補修の、栗栖多賀線他5
路線、富之尾1号線他2路線、絵
馬通り線補修（継続）

⑹町事業急傾斜の、萱原地区第3工
区の落石防護

⑺地籍調査を、多賀地区、梨ノ木地区
⑻橋梁の長寿命化総点検
問橋梁長寿命化について
答�町管理の橋梁は約150橋であり、
令和6年度にすべて点検を終えなけ
ればならないことになっており、令
和5年度の補正予算分と令和6年度
予算との合算で令和6年度末までに
橋梁の点検を終える計画です。
⑼多賀SICアクセス道路上り線の事
業負担金、土地借地料、工事費

⑽通学路の、多賀月之木線の交差点
改良、路面標示、岡山団地神田線の
歩車道境界ブロック、水路工

⑾橋梁長寿命化の全域橋梁総点検

湖東土木事務所所管の道路整備と
維持補修および保全事業について

⑴県道佐目敏満寺線多賀SIC補助道路
整備事業の文化財調査、改良工事

⑵県道多賀永源寺線樋田地先の補助
単独道路整備事業の路線測量、用
地測量

⑶国道307号多賀、敏満寺の補助単
独道路整備事業の構造物予備設
計、用地測量

⑷国道306号多賀久徳工区の橋梁詳
細設計および用地測量、用地買収

⑸国道306号大君ケ畑地区の法面対
策、落石対策

⑹国道307号福寿橋耐震補強工事

芹谷地域振興事業について

⑴多賀醒ヶ井線補助道路整備事業

河川・ダム事業について

⑴みずべみらい再生事業の犬上川、
佃川、太田川の竹木伐採、浚渫、
護岸工事

問 敏満寺太田川の土砂撤去工事につ
いて、敏満寺の排水路の土砂ばけが埋ま
り、その土砂の一部が太田川に流れてお
り、付帯工事で泥の除去ができないのか
答�地元負担も含め、県湖東土木事務
所と相談して調整をしていきたいと
考えています。
⑵河川改良の芹川、犬上川の護岸工事
⑶砂防関係の急傾斜地崩壊対策事業

上水道事業について

⑴老朽管更新事業として、多賀地区
配水管第1工区布設替工事、猿木
地区配水管布設替工事

⑵施設整備は楢崎地区舗装本復旧工
事、県道多賀醒ヶ井線舗装本復旧工
事、町道多賀四手線舗装本復旧工事

⑶移設補償は、四手川橋配水管移設
工事

現地視察について

多賀スマートIC整備事業、工事概
要と進捗状況の説明
問 多賀スマートIC上り線の飛球対
策は最終的にどうなったのか
答�令和５年度に、飛球の範囲と工
法の概略成果がまとまっておりま
す。現在は、詳細設計業務をしてい
るところで、詳細設計が完了し次
第、工事費の積算に移行していき
ます。
多賀地区　町道多賀本町向山町線改
良工事について説明
問 拡幅工事について工期はいつごろか
答�地元多賀区への説明のあと、7月
下旬頃に工事着手、9月末を目途に
工事完了を考えています。

閉会中の総務常任委員会調査結果を報告
5月8日9時から、委員全員と町
長、教育長などの出席を求めて委員
会を開催しました。今年度の教育行
政方針と教育委員会所管事業の概要
について説明と質疑応答を行い、そ
の後、多賀中学校の視察とモルック
体験を実施しました。

教育長から「未来にはばたく、心
豊かでたくましい人づくり」を基本
目標とする取り組みについて説明が
ありました。保育園・こども園の
入所状況、子育て支援、学校運営、
GIGAスクール構想、生涯学習推進
事業など、各事業の詳細についても

説明を受けました。
生涯学習推進事業として、人権教
育、青少年育成、地域力推進、家庭
教育支援、文化活動推進、多賀中央
公民館の利用促進、生涯スポーツ関
連事業などについても報告がありま
した。

質疑応答
問① 待機児童は保育士不足による

待機児童の発生か
答①�その通りです。
問② ヤングケアラーはいるか
答②�把握している児童・生徒はお

りません。
問③ 放課後児童クラブの受け入れ

状況は
答③ � 定員約200人に対し、現在

157人を受け入れています。
問④ 中学校の帰宅時の通学バス利

用者が少ないため、タクシー
に変更したほうが費用抑制に
なるのでは

答④�状況の把握に努めます。
問⑤ 海外の学校との交流について
答⑤�ニュージーランド研修はコロ

ナと物価不安定により今年度
も見送りました。

問⑥ 外国語指導助手の指導のようすは
答⑥�子どもとの関係性がよく、英

語力が伸びたとのことで継続
を希望されています。

問⑦ 授業についていけない生徒への
対応など学力向上の取り組みは

答⑦�少人数学習を取り入れ、基礎
と応用に分けた授業で細やか
な指導を実施しています。

問⑧ 部活動の状況について
答⑧�テニス部は県大会出場経験が

あり、地域の「やまびこクラ
ブ」の協力者が指導。バスケッ
ト部はスポーツ少年団の指導
者が指導しています。

問⑨ 中間テスト廃止の理由は
答⑨�1学期は授業日数と範囲が少な

いため、中間テストの代わりに
単元テストを実施しています。

問⑩ 不登校の状況は
答⑩�4月以降、まったく登校しない

生徒はいないが、別室登校の
生徒はいます。

国スポ・障スポ滋賀2025 デモンストレーションスポーツ 
モルック大会が多賀町で開催！！
モルックは、フィンランドのス
ポーツです。とても簡単なルールで
老若男女問わず楽しめます。国ス
ポ・障スポ滋賀2025年デモンスト
レーションスポーツモルック大会の
開催が「結いの森公園」で予定されて
います。議員と職員を交えて、チー
ム対抗戦を体験しました。
モルック（投げる棒）を投げて倒れ
たスキットル（ピン）の内容によって得
点を加算していき、先に50点ピッタ

リにした方が勝ち！�ゲームが進んでい
くにつれて、ピッタリの得点になる
よう、スキットルを狙い集中して投
げているようすも見受けられました。
狙ったスキットルが倒れたり、50点
に達したチームからは歓声もあり、
大変盛り上がりモルックの魅力に触
れられた時間でした。多賀町スポー
ツ推進委員会が中心となって、月イ
チモルックやモルック大会の開催を
するなど、町内にモルックを広め、

積極的にデモンストレーションス
ポーツへの参加や地域の交流として
活用いただきたいとのことです。

総務常任委員会
５月８日

産業建設常任委員会
5月20日

フィンランドのスポーツ「モルック」

多賀中学校の視察 多賀スマートIC整備事業、工事概要と進捗状況の説明 多賀地区拡幅工事

国スポ・障スポ滋賀2025 デモンストレーションスポーツ モルック大会
「結いの森公園」で、令和７年５月17日㈯に開催決定！ ※参加方法など、詳細は広報誌などでお知らせいたします
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問① 多賀小学校通学路の信号機の点灯時間延長について
多賀大社北側の都市計画道路、多賀福祉会館横の信号

機を多くの多賀小学校児童が毎日通学していますが、点
灯時間が短いため、多くの児童がわたり切れず、信号待
ちをする状態が続いて、大変危険です。
多賀小学校児童総数422人のうち242人（令和6年4月

現在）が通学路として利用しています。4年前に延長を申
し入れた時には、「他の信号機と連動しており、無理で
す」との答えでしたが、そのような考えは変わっていな
いのでしょうか？
安全・安心なまちづくりを実践してゆくうえで、子ど

もたちの通学路の安全確保は行政のつとめであると認識
しています。そこで再度、信号機の点灯時間の延長につ
いて、実施できないのか、質問します。

総務課長
答①�はじめに、信号機の点灯時間を含めた管理につい

ては、警察署の所管であり、多賀町において、最
終的な決定・変更ができるものではありません。
そのうえで、今回、ご指摘の信号機について現地
確認、多賀小学校にも意見聴取した結果多賀町と
して、児童数や利用する時間をみて、点灯時間の
延長の必要性を認めました。
ご指摘の通り、通学路であり、子どもたちの安

全に関すことであり、時を待たず、管轄である彦
根警察署にその旨を相談・要望いたしました。そ
の後、警察署から現地確認し、点灯時間の延長の
必要性を認めたということで、大型連休明けから、
本線側の車の交通量も踏まえ、当信号機の通学時
間帯における
歩行者横断の
ための信号機
の点灯時間を
延長していた
だきました。

第6次多賀町総合計画の中の「基本構想」3「将来の見通
し」⑴「人口」の中で（P17）「今後、住宅・宅地整備の効果
は縮小していきますが、移住・定住促進のための取組や
出生率向上のための取組をまちぐるみで推進すること
で、2030年の人口をおよそ�7,300人として展望します」
とあり、2024年3月末日現在の人口は7,395人で、基本
構想に近い推移をしめしています。
人口の将来展望に向けての取組の中で、「空き家・空き

地を有効に活用するとともに、地元の受入体制づくりや
受入意識の向上を図り、希望する人が安心して転入でき
る環境を創ります」また「若者・ファミリー層の移住を促
進するため、子育てしやすいまちとしての魅力を積極的
に発信するとともに、親子の育ちと子育て環境やまちぐ
るみで子どもを支える仕組みをさらに充実させていきま
す」ともあり、さらに結びには、「この展望は、日本全体
で人口減少が進む中、小さなまちとしてひとつの理想像
を実現し、都市基盤や公的施設などの社会資源を効果的
に維持・活用していく、本町の挑戦する姿勢を表わすも
のです」とあります。
問① 第6次多賀町総合計画の移住・定住促進のための取

組として、特に山間地域でどのような計画をお持
ちか

問② 山間地域の移住・定住促進を図るために、今、多
賀町に必要なものをお示しいただきたい

企画課長
答①�需要者の希望に見合う物件が少ないのではないか

と推察いたします。このことから、空き家バンク
への登録数を増加させ、利用者の選択肢が増加す
る状況とすることで、移住の促進につなげること
ができるのではないかと考えています。

答②�国各地の情報がインターネット回線を通して瞬時
に取得できる現代においては、より魅力的な注目
を浴びる形で情報発信を行うことにより、多賀町
のアピール力が格段に引き上げられ、多くの移住
希望者の心を揺さぶることに繋がると考えます。

町政を問う。
6月定例会では9人が一般質問をおこないました

一般質問って？
議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、

町長や教育長などの方針を問うものです。ぜひ議会の傍聴にお越しください。

質問事項ページ

大
お お

谷
た に

　重
し げ

温
は る

……9
◎	多賀小学校の通学路の信号の点灯時間の延長について
○�旧遠藤邸跡地の横の道路幅の拡幅について
○�多賀大社駐車場からの参拝者を誘導する歩道について

神
か み

細
ざ い

工
く

宗
む ね

宏
ひ ろ

……9
◎	移住・定住促進のための取組について
○�災害発生時の安否確認体制について

近
こ ん

藤
ど う

　　勇
いさむ

……10
◎	買い物弱者に対しての取り組みについて

小
こ

島
じ ま

　　櫻
さくら

……10
◎	子育て世代支援の今後のビジョンについて
○�地域おこし協力隊について
○�副町長選任について

富
と み

永
な が

　　勉
つとむ

……11
◎	交差点の安全確保について
◯�上水道水源調査について

木
き の

下
し た

　茂
し げ

樹
き

……11
◎	長期空き家除却補助金の増額は
○�上水道水質問題は

山
や ま

口
ぐ ち

　久
ひ さ

男
お

……12
◎	学校給食無償化を求めることについて
○�地域公共交通について
○�不登校の子どもの学び・居場所づくりへの公的支援について

川
か わ

岸
ぎ し

　真
ま さ

喜
き

……12
◎	観光ビジョンは
○�給食費の保護者負担の軽減を

一
い ち

之
の

瀨
せ

浩
こ う

治
じ

……13
◎	地域農業の今後のあり方について

（注）�紙面の都合上〇印の内容は掲載しておりませ
んが、一般質問の全内容は多賀町議会のホー
ムページで公開しています。

通学路信号機の点灯時間延長について 
▼
信号機の
点灯時間を延長
大
おお

谷
たに

　重
しげ

温
はる

移住・定住促進のための取組について
▼
空き家バンクへの 
登録数を増加させる
神
かみ

細
ざい

工
く

宗
むね

宏
ひろ

信号待ちをする小学生児童

写真はイメージ
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富之尾地先の金屋橋と県道敏満寺野口線交差点付近に
設置の操作盤が、見る方向では視界が妨げられ草の繁茂
もあり、視界を妨げられています。大型車の通行も多く
あり、このような状況ではいつ何時事故が発生してもお
かしくない危険な状況です。
そこで、以下を問います。

問①  金屋橋、楢崎区側の交差点の安全対策の考えは
問② 町内の交差点の安全確認はできているのか
問③ 自治会より要望される安全対策（カーブミラーの設

置等）の対応状況は

地域整備課長
答①�設置のボックス（操作盤）は、滋賀県湖東土木事務

所が管理する河川防災カメラの操作盤で、移設は
困難。除草作業は実施しているが、カーブミラー
の設置や注意喚起看板の設置など県や楢崎区と協
議しながら進めます。

答②�通学路の交差点は「多賀町通学路安全推進会議」に
おいて、「多賀町通学路交通安全プログラム」に基づ
き点検を毎年実施し、交差点周辺の安全対策、グ
リーンベルトや仮設ガードレールの設置など状況
に応じ対策しています。

答③�要望される安全対策では、令和3年度から令和5年
度の3カ年で12件でしたが、新設1件、補修5件で
した。危険と判断した交差点には、カーブミラー
の設置に限らず道路標識・道路標示にも対策を
行っていきます。

離村や核家族化の多様性と年数の経過から、長期空き
家は離村者が多い山間地は顕著です。高齢化、後継者不
在の長期空き家は増加の一途となります。損傷も早く公
道の通行支障、害獣の住処、草木の繁茂など衛生面と帰
属意識も低いので、近隣との問題にもなります。
『空き家対策特別措置法』改正では、市町村の行政対
象となり、後に相続税登記の継承義務化となってきていま
す。本町の「令和4年度空き家実態調査」では、危険性が
高い評価が40戸で、大滝地区が過半数あり過疎化が進
んでいます。危険家屋除却補助金50万円は、解体費・廃
棄物処理費の高騰から、補助金増額が必要と思われます。
そこで、除却勧告や重機の侵入困難など除却促進に向

け、除却費補助の増額など以下を問います。
問① 近年の除却費補助の件数は
問② A判定の評価の現状把握は
問③ 所有者・管理者へA判定の説明や除却推進は
問④ A判定の除却費、一般除却費の増額見解は

企画課長
答①�令和元年度…2件、令和2年度…2件、令和3年度…

4件、令和4年度…5件、令和5年度…3件でした。
答②�「令和4年度空き家実態調査」以降の追加調査はして

おりません。�
答③�実態調査後に所有者や管理者が特定したら、文書

にて適切な管理をお願いしています。
答④�空き家除却補助金交付申請後に企画課職員が評定

基準100点以上が補助金の対象となります。補助金
は国庫補助事業で、補助金は国の基準どおりです。

昔は各集落や現在の絵
馬通り、門前町には八百
屋、肉屋、魚屋など生活
に密着した店舗が多数あ
り、地域の人々が安心し
て生活できる環境が整っ
ていました。しかし、時
代の流れと買い物の利便
性により、一カ所で買い
物ができる商業施設が選
ばれるようになり、多く
の小さな店舗が閉店して
います。高齢化率が33.37％の本町では、高齢者の多く
が運転免許証を返納し、買い物に困る人が増えていま
す。そこで、次の3点について質問します。
問① 買い物弱者（免許証の返納者・要介護認定者等々）

に対しての取り組みの方向性は（買い物支援サービ
スの拡充）

問② 地域コミュニティ活性化の連携協定の締結に向け
た取り組みは

問③ ②の実施により福祉保健課・社協・民生委員等々
による見守り活動が充実できるのではないか

企画課長
答①�運転免許返納者に9000円の路線バスもしくは愛の

りタクシーの回数券をお一人様1回のみですが支
給し、公共交通機関利用を促進しています。

答②�長浜市の連携協定を参考に、多賀町でも買い物弱
者支援のため、新たな体制整備を検討します。

福祉保健課
答③�福祉保健課や地域の民生委員等が高齢者の見守り

を実施。長浜市では移動店舗がサロン的役割を果
たし、見守り活動の拡充に貢献。多賀町でも地域
福祉計画の基本理念に基づき、地域の支え合いを
強化していきたいと考えます。

多賀町が若者定住支援や子育て支援の強化によって消
滅可能性都市から脱却し、町内外で「子育てしやすい町」
として認識されていることは素晴らしい成果だと感じて
います。
今後の政策ビジョンについて、これまでの取り組みを
継続しつつ、地域交流の促進や教育環境の充実など、子
育て世代が安心して暮らせる環境づくりを重視すること
も重要かと思われます。そこで、次の2点について質問
します。
問① 今後の子育て世代支援の政策ビジョンはどのよう

に考えられているか
問② 現状の若者定住支援や子育て支援の取り組みは継

続される予定か、それとも新たな支援策が検討さ
れているのか

町長
答①�多賀町では「第2期多賀町子ども・子育て応援プラ

ン�2020」に基づき、「みんなで応援�子どもと子育
て親も子も地域もキラリとひかるまち・多賀」を基
本理念として、3つの基本目標（子どもの人権の尊
重、安心して子どもを産み育てるまちづくり、地
域のつながりで子育てできるまちづくり）を掲げ、
施策を展開しています。特に地域交流と教育環境
の充実を重視し、「第3期多賀町子ども・子育て応
援プラン�2025」の策定を進めています。

答②�多賀町では、若者定住支援や子育て支援事業を関
係所管と連携して実施しており、これまでの取り
組みを継続する予定です。今年度から「母子手帳ア
プリ」導入や、妊娠から出産・子育てまで一貫して
サポートする伴走型相談支援を開始します。産後
ケア事業の拡充も検討中です。今後は「第3期多賀
町子ども・子育て応援プラン�2025」の策定を通じ
て新たな支援策を検討していきます。

買い物弱者に対しての取り組みについて
▼
新たな
体制整備を検討
近
こん

藤
どう

　　勇
いさむ

交差点の安全確保について 
▼
注意喚起看板などの設置を
地元と県でも協議する
富
とみ

永
なが

　　勉
つとむ

子育て世代支援の今後のビジョンについて
▼
 「第3期多賀町子ども・子育て応援
プラン 2025」の策定を進めている
小
こ

島
じま

　　櫻
さくら

長期空き家除去補助金の増額は
▼
 「多賀町空家等対策計画」に
基づき進める
木
きの

下
した

　茂
しげ

樹
き

長期空き家

地域おこし協力隊による
買い物支援サービス

大型車の通行も多い 長期空き家草の繁茂もあり危険な状況
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昨今の国際情勢や紛争問題により、物価上昇が日常生
活を圧迫しているだけではなく、農業においてもきわめ
て大きな影響を与え、厳しい状況が続いています。地域
計画で認定農業者や集落営農法人等の担い手に農地集積
を進められていますが、担い手や集落営農法人内の高齢
化や後継者不足による経営基盤の弱体化傾向が深刻な問
題となってきており農業に関する喫緊の課題であると思
います。
このような状況から、以下の質問をいたします。

問① どのような方法で農地を守っていかれるのか
問② 新規就農者だけではなく、若い現就農者への育成、

支援サポート体制を整える必要があるのではな
いか

問③ 機械等導入支援事業補助金制度はとてもありがた
く思っているが、小規模農家の負担軽減のために、
農機具購入資金の融資に対して農業近代化資金制
度にならった町独自の利子補給を考えていただけ
ないか

問④ ビジョンをいつ頃に定めていくお考えか

産業環境課長
答①②③�収支が合わない非常に厳しい農業経営から、

離農される方が増えているのが現状であり、「後世
に農地を農地として守り、引き継いでいくこと」が
大変厳しい状況となっています。
そのようなことから、現在、進めております「将来、

誰が地域農業を担うのか」、「活力ある農村をどう創る
のか」を各集落、地域において話し合っていただき、
今後の農地利用を明確にする「地域計画」の策定をお
願いし、今後の課題を伺ってみたいと考えております。

答④�現在、水田農業ビジョンを定めてはおりますが、「農
業経営が成り立つことで、農業を継続し、また農業
後継者が現れる仕組みづくり」としての別ビジョンが
必要と認識しています。関係者、地域の方のご意見、
ご教示を受けながら、体制を整えつつ、取り組みを
進めてまいりたいと考えております。

問① 学校給食費無償化を求めることについて
学校給食は児童、生徒の心身の健全な発達および食に
関する正しい理解と適切な判断力を養うとともに、健康
の保持増進を図り正しい食知識や食習慣を身につけるこ
とを目的としています。以上のことから少子対策、子育
て支援の一環として、小中学校の全児童生徒の給食を無
償化する自治体が増えてきており、近隣の豊郷町、甲良
町では、すでに全児童生徒の給食費の無償化が実施され
ています。多賀町では、第3子以降の副食費、給食費の
無償化が実施されていますが、物価高騰で子育て世帯の
負担軽減、子育て支援のため、安心安全な学校給食の無
償化を全児童生徒に拡充する考えはどうでしょうか。

教育総務課長
答①�子育て支援の一環として、令和5年度から第3子以

降に係る給食費の無償化を実施しています。他にも
子育て支援策としまして、小中学校入学時において、
通学カバン、ヘルメットをすべての対象者に現物支
給しています。一方、小中学校の老朽化対策、大
規模改修については避けては通れない課題があり、
特に財源については、将来世代のみに大きな負担を
かけることは避けていく必要があります。毎年、公
共施設等維持管理基金に積み増ししていくことにな
りますと、給食費等の負担をお願いできるところは
お願いし、大きな起債等に頼らないようにしておくこ
とも大切なことだと考えております。このように総合
的に考えますと、さらに無償化を検討することにつ
いては慎重にならざるを得ないというのが、現在の
考え方でございます。従いまして、学校給食費の無
償化につきまして、現時点においては、学校給食法
に示される保護者負担の基本的な考えに基づき、現
行の制度を維持してまいりたいと考えております。し
かしながら、学校給食費の無償化につきましては、
社会の関心も高く、国でもその課題整理等が行われ
ていることから、国や他の自治体の動向を注視して
まいりたいと考えております。

近江鉄道の多賀大社前駅での観光案内業務がなくなっ
たと聞きました。
問① 業務委託の範囲ではないのか
問②  観光案内業務こそが観光の要。上下分離方式での

運営元年であるのに、後退感があるが何か策があ
るのか

問③ かつて、林業、農業とともに、地方創生の交付金
を使い観光を強化して来た。その取り組みを遺産
として右肩上がりに継続発展させなければ、何の
意味もない。計画のないところに行動はない。観
光ビジョンの策定を強く求める

産業環境課長
答①�平成26〜31年度にかけて町道絵馬通り線を中心

に、「誘客の促進、観光振興」を展開し、町が「受付
案内、観光案内」を委託しておりましたが、事業の
終期に伴い業務委託を終えております。

答②�多賀観光協会に確認したところ、ボランティアガ
イドの皆さんが今後、当面の間、人の多い時には、
観光案内を継続していただける、と伺っています。
対策については、今後、観光協会と町とで協議を
始めるところで、現時点では明確な対策をお示し
することはで
きません。今
日までの、「多
賀観光協会依
存をあらため、
町行政の関わ
り方」も含めて
考えたいと思
います。

答③�「観光ビジョンの策定」については、再度、「林・農・
観による多賀町再生計画」を基軸に「近江鉄道線の
利用促進」、「社会のデジタル化」、も含めたビジョ
ンをもって取り組んでまいりたいと思います。

学校給食費無償化を求めることについて
▼
国や他の自治体の
動向を注視
山
やま

口
ぐち

　久
ひさ

男
お

地域農業の今後のあり方について 
▼
付加価値を
考えたビジョンを
一
いち

之
の

瀨
せ

浩
こう

治
じ

観光ビジョンは
▼
町行政の関わり方も
含めて考えたい
川
かわ

岸
ぎし

　真
まさ

喜
き

議会を傍聴いただいた方の感想
原文を尊重しつつ、一部編集および抜粋して掲載しています。

大滝小学校児童の皆さんの感想大滝小学校児童の皆さんの感想
�はじめて町議会をみました。聞いていると、議員
さんは町のために話しているんだなと思っていまし
た。町をこうこうこうすると聞いていると、ぼくも
そうしたらよくなるなぁと思っていました。また、み
にいきたいです。
�一人一人がしっかりとした質問で、やっぱりちゃん
と責任感があるなぁと思いました。
�今日の町議会で印象に残ったことは、学校の給食費
無償化や不登校児童への対応などです。町議会で
学校の事について考えてくれていてうれしいです。
�給食費無償化を求めていたけれど、しょう来的に
お金が足りなくなるから給食費無償化はきびしいと
思いました。
�多賀町議会の人は、自分たちのために働いている
んだなと思いました。　大人になったら少しだけ議
会の人になってみたいと思いました。
�社会で学習した国会のふんいきとはちがっておだや
かだったと思います。
�ぼく達にはかけはなれている話かと思っていたら、交
通についての話や学校についての話などかなり身近
な話が多かったことです。身近な話をしていたので、
ぼく達でも政治に関わることができると思いました。

住民の方々の感想住民の方々の感想
�この春の多賀町議会議員選挙をきっかけに、自分
の住む『多賀町』のことや多賀町議会に関心を持
ち、今回初めて議会を傍聴に行ってまいりました。　
初めてのことで緊張しましたが、ぐっと多賀町のこ
とが『自分ごと』になりました。これからの多賀町楽
しみにしています。
�初めて議会を傍聴した際は手順がわかりませんでした
が、職員の方が丁寧に教えて下さりました。特定の
議員の方の質問を聞きたい時があるのですが、質問
開始時間がある程度わかればいいかなと思います。　
また、役場でライブ配信しているものをYouTubeで
配信してアーカイブで残してほしいです。
�地元のことについて要望があり質問に及ぶこともあ
ると思いますが、先ずは担当所管課にしっかりと相
談していれば議会で質問する必要が無いのではと
いう思いもあります。今後とも引き続き大局的な質
問を望みます。

ボランティアガイドの研修会
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Activity R e p o r t
令和6年度町村議会議長・副議長 
研修会に参加
受講の感想

多賀町議会は、今回の3月の選挙
において定数12人から10人に削減
した最初の選挙を迎え、定数＋3候
補での選挙戦になりました。今後4
年間でこのままで行けば、2029年
では全国で34.1％の町村で無投票
の可能性が有り、定数＋1の町村が
299町村、合計で60％の町村が議

員不足の状態になる可能性がある事
実を知りました。
多賀町においても次回選挙を想像

すると、無投票あるいは欠員が出る
可能性もあるのではと感じ、多賀町
議会としても、なり手不足に陥る前
に、何らかの手立てをおこなわなけ
ればならないと強く感じました。

研修内容
講演
議員のなり手不足は「住民自治の危機」その打開の道を探る
講師　
大正大学教授　江藤　俊昭�氏

なり手不足に潜む3つの危機なり手不足に潜む3つの危機
①�増加する無投票・定数割れと潜在的ななり手不足〜全町村議会にとっての危機〜
②�多様性を欠く議会では二元代表制の主旨が損なわれる〜町・村にとっての危機〜
③�度重なる無投票が地方自治の弱体化を招く〜都道府県・国にとっての危機〜

初当選議員の研修会
5月16日・17日の2日間にわたり、初当選議員の研修会が開催されまし
た。研修会では、町長や各課の担当者から業務内容や今年度の事業計画につ
いて詳しい説明を受けました。その後、質疑応答の時間が設けられ、新た
に選ばれた議員たちは活発な議論を通じて、町政への理解を深めていきま
した。
今回初当選した議員は3人。研修を通じて、これからの議会活動に向けた
重要な知識を身に付け、町民の皆さんの期待に応えるべく、意欲的に取り組
んでいます。今後の新人議員の活躍にもご期待ください。

大谷議員の感想

5月16日、17日の
2日間新人議員3人
の研修会がありま
した。
朝9時から夕方近
くまで、8つの課と議会事務局から
のレクチャーを受けました。なかで
も、冒頭の久保町長からの過去12
年間の人口の推移、一般会計、地方
債、積立金の推移のデータのグラフ
を使っての説明、令和6年度の一般
会計予算の分かりやすい説明。今後
10年〜15年先を見据えて今しなけ
ればならない事案を熱く語られる姿
に感動を覚えました。
30分に及ぶ熱弁でした。

一之瀨議員の感想

初当選議員として
の研修会を終えて、
子どもから高齢者ま
でのあらゆる人々が
希望をもち、誰もが
笑顔で暮らせるまちを目指して、各
担当課より業務内容についてのご説
明をいただきました。
議員として、地域に根をはりなが
ら、多賀町の将来が少しでも良いか

たちになるよう一歩ずつ確実に進ん
でいきたいと考えております。
皆さんからの温かいご支援・ご指
導をいただければ幸いに存じます。
これからもよろしくお願いします。

小島議員の感想

このたび、初当選
議員としての研修会
を終え、各課の幅広
い業務内容について
学ぶことができまし
た。また、多賀町における現状と課
題についてもお話を伺いました。こ
れまでは町民として関わってきまし
たが、これからは議員として行政業
務の円滑さや町民サービスの質を見
極め、さらに多賀町での暮らしがよ
り良くなる提案をしていきたいと考
えています。
特に、多賀町の未来に向けた計画
とその実行が重要であると強く感じ
ました。町の発展を支えるために、
拡大すべき部分とコンパクトにすべ
き部分をしっかりと協議し、バラン
スの取れた成長を目指していく必要
があります。町民の皆さんととも
に、多賀町の明るい未来を築いてい
けるよう尽力してまいります。

犬上郡町村議会議長会
視察研修
①京都府精華町議会
発災時の議会および議員の対応について

広報常任委員会 
視察研修
岐阜県養老町議会
議会だより編集特別委員会の活動について

多賀町議会議員
OB会研修
議員OB会との合同研修会
学校におけるICT教育の現状とSTEAM教育について

犬上郡町村議会議長会 
県外視察研修
国立国会図書館視察

竜王町議会改革 
特別委員会
議員定数の見直しについて

②福井県敦賀市行政視察
認知症対策について

お詫びと訂正
『こんにちは議会です!!�№181』で誤りがあ
りました。お詫びして訂正いたします。

P４ 誤）⑧多賀町水道事業供給条例正）⑧多賀町水道事業給水条例
P５ 誤）①多賀町介護保険の一部正）①多賀町介護保険条例の一部

P８

誤）

正）

P9
誤）排水管移設に伴う
正）配水管移設に伴う
誤）排水管布設取替
正）配水管布設取替

P10
誤）議会基本条例�令和6年4月1日施行
正）議会基本条例�令和4年4月1日施行
誤）委員会条例・会議規則の一部改正
正）委員会条例・会議規則の一部改正（令和6年4月1日施行）

P1５誤）当社予算の段階で正）当初予算の段階で

516 521
517

522

717

718

73

74

79

多賀町議会議員の　多賀町議会議員の　活 動 報 告活 動 報 告

国立国会図書館

精華町議会議場

養老町議会議場

企画課所管
歳　　出

都 市 公 園 整 備 事 業 1933万円は繰越地方債（補正後の額）
急傾斜地崩壊対策県営事業負担金 380万円

企画課所管
歳　　出

都 市 公 園 整 備 事 業 1933万円は繰越

地方債（補正後の額）
急傾斜地崩壊対策県営事業負担金 380万円
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学校給食の無償化に向けての課題点
今回の６月定例会で2名が質問され、過去にも数名の議員が一般質問されて
いる「学校給食の無償化」について考えたいと思います。

①全国的な無償化率
昨年9月の文部科学省が学校給食無償化に向けた具体的

な方策を検討するため全国の無償化の状況を調べました。
�所得条件などを設けず児童、生徒全員を対象に無償化
を実施� ……547自治体（30%）
�何らかの方法で無償化を実施� ……722自治体（40%）
（6年前の調査では76自治体4%）

②滋賀県全体の無償化率
�19自治体のうち何らかの方法で実施
� ……11自治体（58%）
③多賀町近隣の市町の無償化率
�彦根市（0%）、愛荘町（0%）、�
豊郷町（100%）、甲良町（100%）

多賀町における現状多賀町における現状
令和5年度決算見込額（材料費、人件費、委託料等）
小学校（多賀小学校+大滝小学校） 6530万円
多賀中学校 4651万円
合　　　計 1億1181万円

保護者負担額
小学生465名（多賀小422、大滝小43）

465名×4000円/月×11ヶ月 =2046万円
中学生188名� 188名×4500円/月×11ヶ月≒��931万円
合　　　　�計 ≒2977万円

「こんにちは	議会です!!」第182号
発行／多賀町議会　〒522-0341�滋賀県犬上郡多賀町多賀324番地

電話�0749-48-8126　FAX�0749-48-8131　有線�2-2011
編集／議会広報常任委員会　多賀町議会ホームページ／https://www.town.taga.lg.jp/ 多賀町議会 検��索

多賀町議会ホームページ
QRコードを読み取るか「多賀町議会」で検索!!

第182号をご愛読いただき、ありがと
うございます。多賀町議会では新体制
のもと、令和6年6月定例会や各委員会
活動が活発に行われています。議会の

動きや町の様子を、皆さまにもっと身近に感じてい
ただけるよう、広報活動に力を入れてまいります。本
号では、議会での議論や決定事項、各委員会の取り
組みなどをお伝えし、町民の皆さまが議会の活動を
理解し、関心を持っていただけるよう努めました。ぜ
ひ、ご意見やご感想をお寄せいただき、今後の広報
誌作成に役立ててまいりたいと思います。皆さまの
ご支援とご協力に感謝申し上げます。次号もお楽し
みに。� 広報常任委員　小島　　櫻

編 集
後 記

写真はイメージ

議会を傍聴してみませんか？
議員や行政は、どんなまちづくりを考えているのか、
直接、見て、聞くことができます。

9月定例会の予定9月定例会の予定 ※日程は変更になる場合があります※日程は変更になる場合があります

９月３日㈫ 	 9:30～	 定例会開会 町長が町政報告と議案提案をおこないます

９月４日㈬ 	 9:30～	 一 般 質 問 議員が町政について
質問します９月５日㈭ 	 9:30～	 一 般 質 問

９月27日㈬ 	 13:30～	 定例会閉会 初日に提案された議案を採決します

座席は21席。
途中入退場も可能、
予約も不要です！！

どなたでもお気軽に
お越しください。

知もっともっと
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教えて！ 議員さん！

多賀中学校での食育授業風景

保護者負担率は 26.6％！ 小中学校全生徒の給食費を無償化にするには、上記のように新たに3000万円近い
予算が必要となります。

無償化はありがたいけど、
そのために給食の質や量が
悪くなっても困るわねぇ…

16 もっと知りたい！ 教えて！ 議員さん！
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